
【諮問事項（１）千歳市第３期都市計画マスタープランの策定について】
【諮問事項（２）千歳市立地適正化計画の策定について】

本資料は、千歳市第３期都市計画マスタープラン及び千歳市立地適正化計画の策定について
の補足資料となります。
議案と併せてご覧ください。
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【パブリックコメントの結果について（千歳市第３期都市計画マスタープラン（素案））】

パブリックコメントの結果について報告させていただきます。

前回、１２月２１日の令和３年度第３回都市計画審議会に説明した素案について、令和４年１月
７日（金）から１月２８日（金）までパブリックコメントを実施しました。

結果、千歳市第３期都市計画マスタープラン（素案）について２件の意見書が提出されておりま
す。

いただいた意見の取り扱いにつきましては、「今後の参考とするもの」２件としております。
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千歳市第３期都市計画マスタープラン（素案）について提出された、市民意見等の概要とそれ
に対する市の考え方、対応内容の分類については、記載のとおりとなります。
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【パブリックコメントの結果について（千歳市立地適正化計画（素案））】

千歳市立地適正化計画（素案）について２件の意見書が提出がされています。

いただいた意見の取り扱いにつきましては、「今後の参考とするもの」１件、「意見として伺った
もの（案件に直接関係がないため）」１件としております。
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立地適正化計画（素案）について提出された、市民意見等の概要とそれに対する市の考え方、
対応内容の分類については、記載のとおりとなります。
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【計画（案）の決定について（千歳市第３期都市計画マスタープラン）】

パブリックコメントを実施した素案について、策定委員会や前回の都市計画審議会でいただい
た意見を基に一部文言等を修正しております内容について、ご説明いたします。

都市計画マスタープランにつきましては、9ページの人口や産業の動向につきまして、国勢調査
人口が速報値であったものを確定値に修正しております。

23ページの現在の都市の状況イメージおよび目指すべき都市の骨格構造イメージについて図
を修正しております。内容については立地適正化計画の変更点として、後程、説明いたします。

43ページの住宅・住環境の方針において、前回の策定委員会のご指摘を踏まえ、「環境に配慮
した省エネルギー型住宅や省エネルギー型の住宅設備導入に係る情報提供や様々な再生可能
エネルギーの普及を促進します。 」に修正しております。

同じく48ページ、89ページ及び91ページの公設卸売市場の表記を公設地方卸売市場に修正し
ております。
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62ページのひと・もの・にぎわい・交流まちづくりの方針の現況と課題において、策定委員会で
の指摘を踏まえ、「道の駅サーモンパーク千歳」を追加しております。

同じく63ページについて、北海道から、立地適正化計画で位置づけする拠点と混同するとの指
摘があったことから、「観光交流拠点」を「観光交流ゾーン」に修正しております。

99ページの泉沢地域の現況と課題において、策定委員会での指摘を踏まえ、「公共交通の維
持」を追加しております。

また、前回の都市計画審議会の後に、116ページ以降の資料編を追加しております。

なお、計画内容について北海道との協議を終了し、了解を得ております。
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【計画（案）の決定について（千歳市立地適正化計画）】

9ページの都市構造の現状把握につきまして、都市計画マスタープランと同様に国勢調査人口
が速報値であったものを確定値に修正しております。

32ページの目指すべき都市の骨格構造に掲載していた「現在の都市の現況イメージ」及び「目
指すべき都市の骨格構造イメージ」について、前回の都市計画審議会において、目標年におけ
る市街化区域内人口が、基準年とほぼ同水準にも関わらず、「目指すべき都市の骨格構造イ
メージ」図で増加しているような表現では違和感があるとの指摘をいただきましたので、図を修正
しております。

また、86ページ以降に資料編を追加しております。

なお、立地適正化計画につきましても、北海道及び国との協議を終了しております。

以上の変更点を反映したものを千歳市第３期都市計画マスタープラン及び千歳市立地適正化
計画（素案）とし、パブリックコメントを実施しております。
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【今後の予定について】

２月１５日に実施した策定委員会で決定した計画（案）を、今回の千歳市都市計画審議会にお
いて、諮問し、答申をいただき最終案とする予定としております。

その後、2月25日に予定している総務文教常任委員会へ報告後、3月下旬に決定し、4月1日に
公表を行い、立地適正化計画に係る届出制度の運用を開始することとしております。
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